
令和５年度全国学力・学習状況調査結果 （市町村立学校）

■ 結果のポイント
学習指導要領の領域 県 全国平均

Ａ 数と計算 68.5 67.3
Ｂ 図形 51.0 48.2

Ｃ 測定 対象問題数０のため数値なし

Ｃ 変化と関係 71.1 70.9 

Ｄ データの活用 67.5 65.5 

１ 全国平均との差の経年変化

２ 領域別の結果

○全国平均を上回る。

○全領域で全国平均を上回る。

３ 観点別の結果

４ 正答数度数分布

小学校算数

○「知識・技能」 「思考・判断・表現」の観点で
全国平均を上回る。

○低学力層の児童の割合（正答率20％以下）
が全国平均より少ない。

○正答数が全国平均以上（10問以上）の児童
は62.2％であり、全国値59.2％を上回る。
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知識・技能 68.4 67.2 

思考・判断・表現 58.7 56.5 
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令和５年度全国学力・学習状況調査結果 （市町村立学校）

□ 課題が見られた問題と指導の改善
正答率が低かった問題

指導の改善
【児童のつまずきを確認】

【学習指導のポイント】

○本設問を使って授業を行う際には、平行な直線にはさま
れた底辺が等しい複数の三角形の面積を比べる活動が
考えられる。その際、底辺と高さの具体的な長さが分から
ない場合でも、三角形の面積の公式から、底辺と高さが
それぞれ等しければ、三角形の面積は全て等しくなること
を判断できるようにすることが大切である。

小学校算数

大問２（４）【平均正答率 大分県27.4% 全国20.8%】
高さが等しい三角形について、底辺と面積の関係を基に面積の大
小を判断し、その理由を言葉や数を用いて記述できるかどうかをみ
る問題。

解答類型

＜正答の条件＞ 番号を３ と選び、次の①、②の全てを書いている。
① 三角形（お）と三角形（か）の底辺の長さが等しいことを表す言葉や数
② 三角形（お）と三角形（か）の高さが等しいことを表す言葉

正
答
例

３

三角形の面積は、底辺×高さ÷２ で求めることができます。
（お）と（か）の底辺は、どちらも3.2cmなので等しいです。
（お）と（か）の高さは、テープの幅がどこも同じ長さなので等しいです。
だから、（お）と（か）の面積は等しいです。

誤
答
例

４ 高さが書かれていないので、このままでは面積を求めることができません。

２
三角形（お）は、3.2×3.2×3.4＝36.992
三角形（か）は、3.2×5×7.8＝124.8 だから、三角形（か）の方が大きいです。

上の（お）と（か）の三角形の面積について、
どのようなことがわかりますか。
右の１から４までの中から1つ選んで、その

番号を書きましょう。また、その番号を選んだ
わけを、言葉や数を使って書きましょう。

問題

１ （お）の面積の方が大きい。
２ （か）の面積の方が大きい。
３ （お）と（か）の面積は等しい。
４ （お）と（か）の面積は、このまま
では、比べることができない。

●４を選んだ児童は、２つの三角形の高さが同じである
ことに気付くことができていないか、具体的な数値が示
されていないので比べることができないと判断している
と考えられる。
●２を選んだ児童は、三角形の辺の長さの積から、三角
形（か）の方が大きいと判断していると考えられる。

★具体的な数値が示されていない場面において、問題
を解決する際に必要な情報を主体的に見いだしたり、
適当な数値を当てはめたりして考えることができるよう
にする。


